
ちりつもドリル 1日1枚、ちりつも。

小5 社会 むずかしい こたえ なまえ

米づくりのさかんな地域 がつ にち

問題を よく 読んで 答えましょう。 めやす 15分

1 新しい 品種を 生み出す

寒さに 強い いねと 味の よい いねを かけ合わせる →

何年も 育てて、よい ものを えらぶ → 新しい 品種が できる

① 図のように して、よりよい 品種を 作り出す ことを 品種改良 と いいます。

② 米の 自給率(重さで 計算した もの)は、小麦や 大豆に くらべて

（ 低く ・ 高く ）、米は ほぼ（ 自給 ・ 輸入 ）できて います。

2 新しい 取り組み

③ 次の うち、米づくりの 新しい 取り組みを 2つ えらびましょう。 ア・ウ

ア 農薬や 化学肥料を できるだけ へらして 育てる

イ 田植えや いねかりを すべて 手作業に もどす

ウ 味や 品質を みがいた ブランド米を 作る エ 米を すべて 外国から 輸入する

④ 日本の 米の おいしさを 生かして、外国へ

（ 輸出する ・ すべて 輸入に かえる ） 取り組みも 進んで います。

3 考えて 書こう 共同作業・機械や ドローン・わかい 人を 育てる など で ○

⑤ 米づくりを する 人の 高れい化が 進む 中で、これからも 米づくりを 続けて い

く ために、どんな くふうが 考えられますか。

(例)何けんかの 農家が 集まって、大きな 機械を 共同で 使い、作業を 分たんする。
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